
〔射 土木､建設､掘整､鋸山機械
CIVIL ENGINEERING CONSTRUCTION,

EXCAVATING AND MINING MACHINERY

土木､建設､掘聖機械

CivilEIlgineering ConstruCtion

and Excavati‡lg Machines

パワーミ/ヨベルは好評を博したUO5型を更に改良し

たUO5型の量産に専念し､既に各所に於て 秀な稼動

実績を京している｡叉UKO6型フック付4台を沖縄米

国第八 に納入した｡

タワ←-ニEキスカベータは26年度ほ大型走行2台固定

3台小型2台を製作した｡固定型ではマスト頂部の改良

によって 範囲が著しく拡大された｡新製品としてほ

堅土質掘削用中型タワースクレーパを完成した｡

UO6型万能土塀機
Type U O6Converti■ble Shovels

UO5塑ほ24年皮でその製作を中止し､現在は専ら

UO6型を量産しているのであるが､ 日立0.5m?ショ

ベルは各地に於てその確実性を発 しl勺外製品に比し何

れも最陵秀な稼動実績を京している｡

UO6型はこのUO5型の経験により､更に幾多の改良

を加えて完成したもので､勿論その性能はUO5型より

もはるかに優れたものである｡t川5塑に比して納入彼

の運転日数は比較的少いが､その運転時間は1,000時間

を超えたものも多く､稼動実績の優秀なることは UO5

型以上で関係各方面より注目の的となっているが日立製

作所ほ現在の成熟こ満足することなく､基礎的研究､設

計工作の改良に不断の努力を続けており､その成果が期

待されている｡

電気ショ ベル

Electric Shovels

化学肥料工場に於て山積された肥料を掬い取って次の

運搬系統に移す場合､或はこれを玖に詰める様な場合､

従来は主として人力によっていたが､堆積された肥料は

堅くしまっていることが多く､この作業は困難で多数の

人手を要した｡この場合パワーシ′ヨベルを使えば固まつ

た肥料を薄く掻き上げて､破砕し乍ら掬い採ることが出

来るため頗る旋利で､パワrショベルに対するこの方面

への 要が大きく浮び上って来た｡

石原産業四日市工場に納入した電気ショベルは､この

目的のため製作された日立標至 ULO6型電気ショベル

で､製品倉庫に山積された過燐酸石灰を掬い採ってホッ

パーに投入し､コンベヤーによって次の玖倉庫に移すの

に用いられ､予想通り好成績を上げている｡

なお本機は集電用ソケットを草体の四面に各1箇宛附

けているため､使用場所の状況により最適の位置のソケ

ットにプラグを挿入出来､キャタピラでキャブタイヤケ

ーブルを踏む様な心配なく､使用に極めて便利である｡

爵1図

Fig.1.

稼動中のUO6型日立万能土掘機ショベ

ル装架ULO6

TypeUO6HitachiConvertible ShoveI

with Type UL O6ShovelFront in

Service

霹2図 録動中のUO中型日立電気万能土袖槻

ショベル,装架ULO6-E

Fig.2･Type U O6 HitachiConvertible

ElectricShovelwithTypeULO6-E

ShovelFrorltin Service
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節3図 5t フック付キャタピラクレーン

Fig.3､5tCaterpillarCranewithI王ook,Type

UKO6-A

5tフック伸幸ャタピラクレーン

5t Caterpillar Crane withtIook,Type

lJK O6._A

沖純米第八軍に同時に4台納入された本欄は現地に於

瞳の地上荷役作業に使用されるもので､日立標準U

K O6型フヅク付キャタピラクレーンを一部改造設計し､

その作業半径を荷重5tで6.5In,3tで9.5mに特

に大くしたものである｡

タ ラ ム シ ェル

Clamshells

農林省検見川工事事務所納UGO6クラムシェルはU

O6彗=]立万能土掘磯木体にクラムシェルフロントを附

けたもので､通常河床その他地面下の土砂､粘土及びル

←ズな土質の掘り上げミ･こ使用されるものである｡

バ.ケソトは強敵で耐

じて掴み力を適宜変更出

､爪を有し､土質に応

るように､バケット本体に刃更

外式の重錘を附けた｡納入以来頗る好成績で稼動してい

る｡

タ ワ ー

エキス カベ ー タ

Tower Excavators

25年度に引続き多数の受話を製作完成し､然かも機

種容量共に新型が登場した｡26年中に製作完了稼動せ

るものの｣ミなる仕様とその概要ほ次の如くである｡

大型タワーエキスカベータ

建設省納入黒部川1台､手取川1台計2台ほ既納の常

第4図 日立万能土掘磯クラムシェル
UGO6型

Fig.4･Type UO6 HitachiConvertible

ShovelwithType UGO6

ClamshellFront

際寺川据付のものと同一仕様型式である｡建設省納入北

上川据付2台は固定式として新製品である｡本機の特徴

は次の通りである｡

(A)固定式の長径問で遠方掘削を行う｡

(B)マスト頂部のシ㌧-ブ取付は新方式のトラニオン

機構を備えた構造であるからマストの左右前方

適当な位置に配置された機械室内のウインチと

マスト頂部シープ問を直接p-プを張ることが

…る｡従ってマスト直下はフートシ㌧-ブ不要

となり､ロープが地上にないからマスト前面は

自由に他の設備に使用出来､ブルトーザの活動

等を阻害しない｡

シ㌧-プレバ←は完全なるトラニオン機構であ

るからP㍉-プのフリート角度の制約がないため

マストの旋回角度は大きくなり広範囲に掘削が

出来る｡

(C)機械室は左右側面叉ほ前方にあるた捌こ､機械

室と運転室ほ通常一体となって保守に優利であ

る｡

建設省納入五十里据付中のものは固定式で､北上川据

付のものと同一型式である｡
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第5図 21-13 固定式タワーエキスカベータ

Fig.5 2m3 Fixed Type Tower Excavator

小型タワーエキスカベータ

長野県庁納天龍川納河床整理用2台を完成した･｡本機

も小型固定式としての新 晶で､ウインチの操作は直接

手動式とし､マスト頂部シープ取付方法は前述のトラニ

矧ンオ を備えた新方式になっている｡現地の地形ほ小

塑!としては長径間であり､谷底の急流掘削を行うため､

バケツの揚程が大きく且バケツが水中に於て流速の影響

を受iナる｡

タワースクレパー

■Tower Scrapers

本項は新製品である｡アウトホールはバケツ放荷役主

菜上に釣上げて重力復帰を行う｡本機の如き長径閲の場

合は重力復帰方式が動力節減となり且高能 である｡

据付他の掘削土質ほ､既に専門家問に於ても難所とし

て注目され今回スクレパーの実験台として､採用された｡

第:7図は之に適応せるバケツの形状を京し､強力なる

第1表 タワースクレーパ←の仕様

183

節6図 0.5m3間定式タワーエキスカベータ

Fig.6 0.5m3Fixed TypeTower Excavator

掘削性を召するのが特徴である亡.試験の 実は好成績を

収めた｡ヰなる仕様ほ第1表の通りである｡

第7図1.5Ⅰぜ スク レ パ ー

Fig.71.5ⅠげScraper Bucket

ノヾ ケ ツ

in Service

Tablel.Table of Tower Excavators

据 付 場 所

台

雪空 式

瀧 力m3/br

バケツ大さm3

径 間m

主塔高きm

土堀範囲m

`竃刺磯 kW

用

石川県手二晩川l富山県黒部川

1

大型走行式
2.01-TE350

40

2.0

350

40

200

150

1

大型走行式
2.OTl●E350

40

2.0

350

40

200

150

岩手県北上川

2

大型固定式
2.OFT-E430

40

2.0

430

45

300

150

河床整理用l河床整理用l骨材

栃木県
五十里ダム

1

大型固定式
2.OFT●E 300

4.0

2.0

300

15

80′〉280

150

集用:.骨材採

183←

竃

0.5FTE 250

15

0.5

250

120.､′220

30

用l河りミ整稚′口

千 曲 川

1.5FTS 230

22.5

1.5

230

12.8

200

95HPデーゼ

ルエンチミン

1,000r.p.nl.

定水路掘削用
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第8図1.5m8 タ ワ ー

スク レ パ _

Fig･81･5m8FixedTypeTower Scraper

電気タ イ タ ンパー

､Electric Tie Tampers

快適な鉄道旅行や安全な高 転のための鉄道事柄の

改良や進歩は誰の目にもつくものであるが､この陰に瞬

時も忽せに出来ない重要で且困難な仕事である保嘩作業

のあることは案外気付かれ跨いでいる｡この保線作業の

内で最も労力を要する仕事に拍固め作業がある､従来鶴

畔を使用して専ら人力により行っていたものであるが､

これもタイタンパ←の出現により､漸次敵城化されて来

た｡

電気タイタンパー鱒､人力や､空気式タイタンパーの

ように衝撃によって砂利を叩込むのでほなく､振動とそ

の自重によって無理なく抱囲めするものであって､砂利

を砕いたり､枕木を痛めたりすることがなく叉作業者に

与える疲男も反動も少い｡我

使用が殆んど

にJ封ナるタイタン′パ←の

気タイタンパーに統一された観があるの

もこのためで､動力

であるが､特に

得る可攫式電動発

気で操作の簡単なことも一因

車の路線上でほ架空線より電源を取り

横をヨ采用をすることにより1セット

4台のタイタンパーを駆動することが出来る｡

その筏､振動､音響及び耐久性に重点を置き､実地試

験と相侠って研究を重ね､日立タイタンパーの機能は更

に向上して来た｡即ち本横の最も特長とする点は､発揖

体の願吊用として､蔓 ばねを含めた独特の機構を採用

第9図 タ イ タ ン パ ー

Fig.9.Electric Tie Tam匹r

していることである｡

日立電気タイタンパーの特長

1.重いことが欠点とされていた電気タイタンパー仁･き

重量を軽減し､叉高さを低くして最も日本人に使いq

良い大さとなっている｡

2.運転中の騒音がなく､作業中その昔皆のために革∵

輌の近接を気付かぬという危険がない｡

3.重量が軽く､ハンドルに伝わる振動が少いためむこ

作業者の疲労少く､叉退避行動が容易で､交通頻繁~

の線路でも楽に作業出来る｡

4.コードは優秀なキャブタイヤコードを使用し､そ一

の取付部はコードアーマーとペルマウスを併用しで-

コードの断線を防止している｡

5･スイッチは速断式スイッチであってハンドルに

惜し､迅速確実に操作出

6.各部材料ほ充分選択したものを使用しているが､

特にビーターほ工具鋼を用い先端に焼入して磨滅払

耗し葵臥､｡

日立ⅡTP型電気タイタンパーの性罷

A.C.3-¢200V,60年フ

出 力

回転数

流
重

量

定 格

全閉寵形誘導

200W

3,400r.p.m.

0.9A.

26kg

60min

動機

ヽ
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Minirlg Machimery

･改夏型EC-E40 コールカッタ

ーTypeⅡC-EImpTOYed Type CoalCutters

採炭機械として､炭亜切羽の第一線に活躍する日立

40Ⅰ‡Pコールカッタは昭和9年に第1台目を完成以来昭

和25年末迄に約4鋸台を完成した｡その間現場使用

の染惜忙巧じて種々の改良が行われて来たが､何分納入

発が当時の内地炭砥は勿論樺太､鮮満､北支と広範囲に

わたったため､太閤の如く部品取替が或る使用期間後必

然的に要求されるものに於いては､その改良の範囲も部

品互換に制約されて部分的ならざるを得なかった｡

然し終戦筏その使用先も大体限宕されると共に､採

の機械化が真剣に考慮されて来たので､本欄に対しても

次の様な改造を蒐こして一層使い易いものとした｡

(1)フィード部分内のジョウクラッチを廃止した｡

このため部品数は減少し､組立ほ容易に操作ほ一層

容易になった｡

く2)フィード部分上部に中間カバーを設けた､この

ため組立､点検が容易となり､

る部品の事故が激減した｡

転状態で点検出来

･(3)モータ軸受部の油止めを→層完全なものとした

(4)カッタ部分に隔壁を 油てけ設 りを､上方と下

方に二分割して必要油量を節減せしめた｡

その他部品そのものに対しても材質､工作を変更してそ

の寿命を一層増加させた｡即ち

(5)フィード部フリクションプレートほ内外とも焼

入銅板グラインダ仕上としたため殆んど磨耗を生じ

夢10図 改良型Ⅰ王C-E40コールカッタ

フィード部

Fig･10･Fe早dSection
ofHC-E40Improved

Type CoalCutter

節11図

Fig.11

改良型HC-E 40 コールカッタ

カッタ部

CutterSectionofHC-E40Improved

Type CoalCutter

∴･∵..

(6)スパイラルギヤ､ウオムホイルはアルミ青銅で

･一体に構成焼入硬化せるため､破損磨耗の惧れがな

い｡

(7)必要に応じボールベアリンダはシールド付即ち

Z型とせるため､油 れほ少く江尻塵等が浸入しな

いのでその寿命は倍加された｡

第Il,12図は 彼の本磯フィrド部を元したもので

上記特長を充分察知することが出来る｡

40EW コールカッタ

40瓦W CoalCutters

カツペ採択の技術的進歩と共に､その機械化えの移行

は当然であり､その採炭方式も一方に採炭移設を終える

ことを理想とする｡従ってピック

炭えと

炭ほコールカッタ壬乗

行し､そのコトルカッタも当然その切羽面透赦

速度を早めることが愛

カッタを使用する場合､

される｡叉カッペ採炭にコール

質によっては使用火薬量を滅

じ筒且コンベヤへの石炭の自然流入を一層容易にするた

第12図 HC-E53型40kW_コールカッタ

Fig.12.Type HC-E5340kW CoalCutter
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第13図 HC-E53→D40kW2段ジブコー/レカッタ寸法図

Fig.13.Dimensions ofl王itachi40kW t)oubleJib CoalCutters

めにダブルジブ付コールカッタが要望されて来た｡この

ためコールカッタの電動機容量ほ一層大きく､■且コール

カヅタが炭壁と鉄柱､カッペに囲まれた中で運転を続け

るため万一炭壁崩落の場合カッタマンに危険のない様に

操作容易な遠方操作の可能なものが要望されるのほこれ

亦当然である｡よってこの要望に応えるため電動機容量

を大きく 40kW(53EP)とし､操作簡便なフリクシ′ヨ

ンクラッチを備えた2種変速送り速度とする新型40kW

を製作した｡本機は標準製作を行い製作台数500台を突

破したECqE40及びHC-NE50塾より得た経験及び

研究を基として根本的改良を魔こしたもので下透し用の

ものを第12図に､ダブルジブの場合の寸法図を第13図

に元した｡本機の仕様は

型 式 HC-E53

最大牽引力 5,000kg

ピック速度 90～145工可血n(挨歯にて変速)

切戟選り速度 300mm/m王n～1,000mm/min

(上記の内炭質に応じ適当なも

の2種変速)

運搬送り速度 5,700Ⅱlm/min(50q｡)

6,800Ⅱ1m/min(60q,)

フィードロー-78 161×45ml

次に本機の主なる特長をあげれば

(1)ロッキングピンはカッタ部両側にあり､平常古

洞側を使用するため､安全且操作容易である｡

(2)コンベヤ上で使用しない時ほガムマ取付可能な

るため透し内の炭塵の残りなく､透し効果が大分発

揮される｡

(3)フィード部伝導歯車は16箇で事故発生の原因

となりやすい傘歯車は使用していないので事故発生

数が減少した｡

(4)フイ←ドドラムは大きく､従がってフィードロ

ーブの巻込容易､炭塵の除去容易､且フィードロー

プが長いためロ←プの張り控え数が減少し､切裁能

が向上する｡

(5)切裁送り速度運搬送り速度ほ方向が逝になって

いるので､透裁時の操作誤りなく且フイ←ドローブ

繰出しの場合､カッタチューンを停めることなく操･

出し得るので甚だ便利である｡

本機に使用する電動機は第14図に示す如く耐圧防爆

型で主な仕様は次の如くである｡

出 力

型 式

定 格

電 圧

周汲数

極 数

40kW

TOXX-KK

120min

200/220V

50/60仁フ

4

40IiP,50HPコールカッタに於ける多年の実摂を参考

にして種々改良され次に表す様な特徴をもっている｡

(1)外形寸法ほ出来るだけ小さくした｡
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第14図 40kW`コー/レカッタ用電動機

Fig.14.Ele〇tric Motor for40kW CoalCutter

(2)電動機内部に泊の浸入する事に対し防止装置を

改良した｡

(3)ターミナルを改良した｡

(4)巻替え修理を行い易くした｡

叉木機の制御器具ほ可逆開罰器と70ラグソケットより

なっている｡可逆開署器は電動機の側面に収納されてい

る｡開閉部には強力な吹消線輪を備えているので､起動

時の突入電流の開閉匿も十分耐え､又坑内の湿気による

絶縁低下を防止するよう考鷺が払われている｡プラグソ

ケットのコンタクトピンとコンタクトチューブの接触は

優良なバネ鋼製の板ばねにより行い､接触不良による事

故を防止している｡

日立Ⅱ型ダブルチエンコンペヤ

TypeIl工b11tIle Chain Conveyors

鉄柱とカッペを使用するカッペ採炭は､最近我が国炭

砥に於いて取上げられた採炭法で､之が従来の長壁式採

炭法に大きな変化を与えている｡即ちカッペ採択法によ

ると切羽炭壁面直前を無支柱にして且切羽天磐を十分に

支持することが出来るので､直接炭壁に接して切羽運攫

機を設置することが可能である｡この点が従来多数使用

されて来た所謂Ⅴ塑チエンコンベヤに大きな変化を要求

した｡即ち

(1)ショベリングの作業が減少し､コンペヤ｣勺へ石

炭が自然に流入する量が多くなるので運搬能力に支

障を来たす｡

(2) コンベヤのトラフ上で採炭作業が行われるの

で､返りチエンほトラフの~F側を通ることを必要と

し､且トラフの高さは出来る丈低く安定のよいもの

でなければならぬ｡

(3)採炭ほ当然機破化へ移行するので､トラフ上部

及び側面は採炭機即ちコールカッタ･ブラウの案内

面となし得る様又崩落する塊炭に対Lても十分頑丈

で且凹凸の無いこと｡

(4)カッペ採炭は炭壁面無支柱となし得ても､これ

は時間的な問題で長時間放置ほ出来ないので､採掘

第15図

Fig.15.

日立H型コ ンべヤ工場内試験

Type H Conveyor under

Sbop Test

終了個所からコンベヤの前進即ち移設を行いコンベ

ヤが曲がったまま運転が可能なること｡

等従来のⅤ塾チエンコンベヤで満たすことの出来なかつ

た諸点が要求される｡

日立H型ダブルチエンコンベヤほこれ等条件を十分満

足せしめ得る本格的のラウンドシ′ヨートリンクダブルチ

エンコンべヤであり､第15図に工場内試験を示す｡

本磯は標準型としては

･石炭を直接運ぶ‥･･‥スクレパ付ダブルチエン
と

･これ等の案内をする‥トラフ

･本機を駆動する‥‥‥電動擬

･電動機の高速回転を所要チェソ連度即ちチェンを駆

動するて70ロケットの低速圧に減速する…･滅速機

･減速機と 動機を連絡する‥‥流体旗手

よりなり､第16図に電動機､流体接手､滅速機よりな

るヘッドフレム部分を､第け図にチエンとトラナを示

す｡チェンは一つのスクレパ枝を左右二連のシ/ヨートチ

コニンで 動するため強度と精度と仲度に特に注意して製

作されており､トラフは写さ9mmのの鍋棍をプレ_ス作

業で特殊形状に構成､高さは低く有効断面環は大きく頑

丈に製作されている､つ電動襟はケ論耐爆型で､

は石炭満載時の本機をも円卓

引懸った様な時(カッペ

体按芋

に駆動出来且チコニこ/が万一

を流して)接宇内で滑りを生

じて電動機､減速機､チエンに事故を生じない役目を果

たしている｡減速機は外函は 鋼､歯車 は特殊鋼でス

パイラルべべル､ヘリカルギヤ等を擾用出来るだけ軽小

にL､チェンを駆動するスプロケットドラムは歯部は特

殊鋼を機被 ≡熱処理して､チコニこ/精度に忘じ円滑な運転

をなし得ると共に､磨耗も考題且二つ割れに構成さj~Lて

いるので､分解取替等甚だ容易であり､チェン離し機構

を備えているので運転は甚だ円滑である･〕

本機の標 ほ
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第17鱒 ダブルチェンー(スクレーパ付)とトラフ

Fig.17.Dowble Chain with Scraper Plate and

its Gu王de Trougb

型 式 H-Tl-2S

コンベヤ連接容量(水平)100t/br

コンベヤ寸法(幅×高) 0.62nlXO.196In

コン/ミヤ長さ 100In

チェソ連度 〈3:
6Ⅰ可SeC(50∈も)
72Ⅰ可sec(60qロ)

電 動 機 40HP耐 暴型

なお､要求されるコンベヤ運搬容量及び長さにより大

容量のものに対してほ淑速機及び電動機を4台迄増加使

用することが出来ると共に又小容量のものに対しては標

準電動機流体接手及び浅適確を止めて､従来使用のギヤ

第34巻 第1競

ードモ←タで直接スプロケットドラームを駆動し十分期待

の成養蚕を上げることも出

長翼コ ンベアチェー ン

Conveyor Chains with Fligllt Wing■s

日立製作所ほ古くからマレブル製のコンベアチエンを

製作し､その優れた性能は既i･こ実 されているので､この

様式に多少の改造を加えて長巽コンベアチエンを製作し

た｡

このチェンは最近画期的な進展凌見せているカッペ採

炭に用いられ､極めて している｡

ドイツでは一般のカツペ採炭に二連チエソが用いら

れ､一アメリカではマレブル の一連チェソが多いよ-うで

ある｡今のところその得失ほ明らかではないが筏者は我

国の炭坑に於て既に多年の実用を経て慣熟さ叫た型に属

するので､一連チェンを最も実用的で而も安全度の高い

ものとしてその様式を 用した｡

(1)一般チェソの強度

マレブル製コンベアチェンの各部分の強度は簡単な引

弟18因■′長巽コンベアチェン(388型､

巽長560､標準翼)

Fig.18.Conveyor Chain with Flight

Wings(Standard Wing Type)
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簡19図 長巽コンベアチェン(366型､

翼長560特殊翼型)

Fig.19.ConveyorChainwith Flight

Wings(SpecialWingType)

第2表 チェーン各部の寸法表

Table2.I)imensions of Cha王n

β

口

四 わ
I

t ∬■ l t l l

d ■ 1■】 l l l Jl】

ノ′

P P
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第20図 ピンに軟質材を使用した時の

チューンの変形

Fig.20.Deformation Causedina Chain

Due to the Use of Soft Pin

張応力並びに葵断応力で求められ､長襲チエンについて

も同様な方法で計算される｡

ピソの材質が不適当であると第20図のように変形す

ることがある｡しかしこの変形を起させる曲げモ←メソ

トは非常に大きなものであり､変形彼のなじみによって

その為に破断することほ少い｡

(2)長翼チェンの強度

翼端に荷重をうけると第21図の状態になり､ブロ

ックの端部がリンクのA点或はB点でリンクを圧する｡

その圧力はリンクを曲げるように作用するが､計算の

結果

6C-336 では F=20.8t

6C-338 では F=28.2t

の翼端荷重をうけるまでチェンは破断しない｡

又チェンの巽のつけねの強さをチエソ自体の強さが/8

以下になるようにしてあるから､翼端荷重をうけたため

に主体であるチェソが切損することはない｡

特殊な場合としてチェンが曲線状になり､而も1カ所

第3表 チェーン各部の強度計算値(t)

並びに立会破断試験強圧

Table3.Calculated Valves of Cbain

Part$ Strengthand Actual

Test Resuets

ンー

･エ種

チ
の リ ンク

6型妄19.8

8型【27･0

ピンプロッi,J｡､.巳公称強
匿

試験強
蒜肌理麿断カ所

リ ンクピ

ン孔都
岡 上
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第21図

Fig.21.

異端に偏荷重がかった場合

SectionI)iagramof a Chain

with PartialLoad aヒOne Wing End

チ
エ
-
ン
の
曲
り
牛
後
(
斤
)

〃

〃

J

第24図

Fig.24.

十∴ 1
警⊇ク

ク
鮎

∠ミ≧

∠珍

J 〃 J グ 7 β ♂ 〟

トラフの曲り角度(α○)

第22図 トラフの曲り半径角度とチェンの曲

Fig･22･RelationbetweenCurveRadiusAngleofTrough

and Curve Radius of CIlain

J

曲線部の長さ

l

万=

トラフ移設の距寓

第23図 コンベアー移設時に曲す部分の長き

と最小曲線半径の関係

.4･

†･曲線部の長さ(仰)

可擁接手(336型のもの)

Conveyor Chainwith

FlexibleJoint

の翼端のみで全体が支えら

れたまま運転されると負荷=

はチェンの片面に集中す

る｡翼のピッチを小さくす

るか､翼端とトラフとの間'

隙を多く取ればこのような二

状態にはならない｡

(3)チェンの曲りとトラー

フとの関係

トラフを連結する部分の･

構造に制限されてトラフの

曲げ角度を5∵以上とする

ことは困難である｡即ち曲

線半径にして R=11m以.

上になる｡(第22図)

又トラフを移-

首
.ヲ /iゾ 1､､ 〟

曲線部の半径(伽)

Fig･23･ReIation oftheCurveFormedbyMovingConveyorlChainto

its Minimum Radius

設する場合に於

ても曲線部の半一

径が10Tn以下▲

になることは考▲

えられない｡

(第23図)

然るに長巽弓ト

ユニンの擦動部に

は適当な遊隙を

有するので､チ~

ェンはR=5.6In_

(6C-336)､R=コ

8.2In(6C-338))

ヽ
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節25図 トラフとチェン翼端の開陳と

チェンの曲り半径との関係

Fig.25.Relation of Radius of ChainCurve to

End Play between Trough and Wing End
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コンベアーの全長

第26図 コンベア一に要する原動機の容量(

Fig.26.Necessary Capacities for Conveyor

Drivingin PracticalUse

下 り 勾配時 の補正 係数

用倍)

チ
ェ
ー
ン
ほ
か
ゝ
る
張
刀
(
P
)

191

ぎ

反J

広♂

丘∫

丘♂

4∫

4♂

ヱJ

j♂

2J

お

J∫

夢
ガ

J∂

お

J♂

.∵

却…
l

ガ姦

冴覧廣

巧
7り

｣

p=仰与7≧俗

/

J
＼

ク

/

感 /
J

＼
戚

■戯
ク

/ ■//
/ Pニ温力

〟=モーター馬力妄
レ=チェーン速度
雌=訂′〝J

丁=チエう樹兜覧
∫去安全率>∫/

シシ十′
′-〝 ガ ガ 〟 ∬ 〝 ィけ 〟 ∬ 〟

〟--モーター馬力

箪27因 原到磯の大きさとチェンの巽カの関係

Fig.27.Relationbetween PrimeMover

Capacityand Chain Tension

に曲げることができる｡

従って普通の

ない｡

転状況では可揆技手を組入れる必要は

(4)トラフとチェンの翼端との間隙

曲線状のままコンベアチェンを運転する場合に､トラ

フとチェンの翼端との問には第25図に示す遊騒が必要､

である｡しかしその値は僅かであるから､トラフにチェ

ン押えを付けた場合に於ても円滑な運転ができる｡

第26図並びに第27図によってチエンコソべヤの運転二

に要する動力の大きさ並にチェンの引張強度が求められ･

るのであるが､長翼コンベアチェンが強度に於ても運転一

の円滑さに於ても充分その用を果し得ることが証明され-

る｡




